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様式  8 

〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2019-7212-001 河川防災教育や水環境を中心とした河川教育の開発 町田市立鶴川第二小学校 

校長名 鈴木 明子 担当教諭名 鈴木 明子 

過去の助成実績  なし  あり〔助成番号： 助成事業名：河川教育カリキュラム作成試行検討業務〕 

キーワード ・水環境学習 ・水災害と避難訓練 ・地域防災 ・クロスカリキュラム 

対象児童生徒 
高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（３・５・６年２７９名） 

                        

対象河川名 真光寺川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ：河川防災教育や水環境を中心とした河川教育の開発 

ねらい  ：河川防災教育や水環境を中心とした河川教育を通して、思考力と人間形成力を育成する。 

評価の観点： 思考力（論理的思考力、メタ認知力、適応的学習力）、人間形成力（主体性、協調性）、 

自然愛護心、危機回避能力、地域愛 

活動時期 ： 通年 

 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（    ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
５時間（３年） 時間 時間 

３時間 

（5･6年） 
時間 

３年 ５時間 

５・６年３時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 
関係団体（漁協、農協）

等 
企業 その他 

支援概要 

・「真光寺川を清流にする会」３年生：真光寺川の地理、歴史、生き物、活動等についての話 

・鶴川第二小学校避難施設開設委員会 ５・６年生：総合防災訓練への参加 

 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ・発表会資料 

対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

・ビオトープにブヨが発生し、刺された子供が数名いたので、活動の前にミント油を噴霧した。 

 

活動の成果と今後の課題・展開 

＜３年生＞ 

社  社会科での地域探検を発展させた総合的な学習の時間「たんけん、発見！わたしたちのつる川」で、鶴川の素敵な

ところをみんなに伝える学習を展開した。グループ活動の前に、全員の共通の基盤として真光寺川と鶴見川を扱い、

真光寺川と鶴見川の合流点までの探検や親水堰での生き物探し、「真光寺川の清流を守る会」の方々をゲストティチャ

ーに迎えて、川の成り立ちや歴史、生息する生き物について、そして貴重な清流の環境を守っていく活動についての

話を伺って交流した。子供たちは、身近に見ている川の流れについての認識が変わり、親しみもわき、自然保護の意

識から、貴重な生き物を学校のビオトープで育てる活動へと発展した。地域教材、自然教材として有効活用ができた。 

   ビオトープの更なる安全性確保と水の循環改善が課題である。 

＜５・６年生＞ 

   地域合同防災訓練に５・６年生が参加する活動を行った。大型台風の直後であったため、水災害の防災意識が色濃

く出た訓練での体験を通して危機感を強めると共に、危険予知と危機回避の方法を学び意識を高めることができた。 

   防災について「自分たちに何ができるか」の視点での活動を深めていきたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

   生物調査系                                生き物と環境      １１～３月 

教育研究系 防災教育      １０月 

※データベースに登録する活動分野は、助成事業実施の手引きP.47の一覧表から代表的なものを２つ記入して下さ



 

 

様 式 11-1   

アドバンス  活動報告書 

 （NO．１） 

1.助成事業名  河川防災教育や水環境を中心とした河川教育の開発 学校名 町田市立鶴川第二小学校 助成番号 2019-7212  -001 

2.単元名  地域総合防災訓練への参加                                    「たんけん、発見！わたしたちのつる川」  

3.目標  防災訓練参加を通して、防災に関わる知識・技能を習得し、実際に行動して命を守る力を高める。     地域の自然や人々の魅力に迫る活動を通して、思考力と学びに向かう力を高める。  

4.実施学年 人数  第５・６学年 １８９名                                      第３学年 ９０名                                  

5.場所 学校校庭及び体育館                                        学校周辺                                      

6.単元構想（総時間数）   ３時間                                              １６時間                                       

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

○
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 

 

５・６年生 ３年生 

地域総合防災訓練への参加 （避難訓練） ３Ｈ 

地域の人々と共に避難施設での総合防災訓練

に参加し、防災活動について理解すると共に、

自分たちでできる活動を考えて手伝う。 

「たんけん、発見！わたしたちのつる川」 （総合的な学習の時間） 16H 

鶴川の素敵なところを伝え合う学習を通して、自分たちの住む地域の自然

や人々の魅力に気付いて愛着をもつ。また、地域の自然を守るために活

動している人々と交流し、自然保護の意識を高める。 

 

○地域総合防災訓練へ

の参加 

○振り返り 

○地域総合防災訓練へ

の参加 

○振り返り 

 

◇危険予知能力 

◇危機回避能力 

◇安全に行動する力 

◇地域貢献力 

◇自分や他の人の命を守る意識 

◇自分で考えて行動する主体性 

◇友達と協力して学びを深める協

調性 

◇これまでの学習を生かし、思いを

もとに活動を組み立てる企画力 

◇鶴川のよさに気付き、醸成される

愛着 

◇自分に何ができるのか、地域の

一員としての自覚 

○お気に入りの場所の情報を家族や友達から集める。 

○行きに入りの場所に探検に行く。 

○地域の自然や施設、歴史、文化などを調べ、地域の人のお話を聞く。 

○地域のよさを伝えるための計画をし、実行する。 

○地域の一員として、これから自分にできることを考える。 

   



 

様 式 11-2 

アドバンス  活動報告書 

（NO．２） 

1.助成事業名 河川防災教育や水環境を中心とした河川教育の開発 学校名 町田市立鶴川第二小学校 助成番号 2018-7212-  -001 

7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

 

8.成果と課題 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

３
・５
・６
学
年 

 

 

５・６年生 ３年生 

地域総合防災訓練への参加 （避難訓練） ３Ｈ 

地域の人々と共に避難施設での総合防災訓練

に参加し、防災活動について理解すると共に、

自分たちでできる活動を考えて手伝う。 

「たんけん、発見！わたしたちのつる川」 （総合的な学習の時間） 16H 

鶴川の素敵なところを伝え合う学習を通して、自分たちの住む地域の自然

や人々の魅力に気付いて愛着をもつ。また、地域の自然を守るために活

動している人々と交流し、自然保護の意識を高める。 

 

＜第5学年＞ 

○地域総合防災訓練への参加        

・災害○×クイズ     ・起震車体験 

・避難所体験       ・非常食の試食 

・煙ハウス体験 

○振り返り 

 

 洪水のときは、どちらに逃げる？ 

    

 

こんな薄くても毛布の代わり 

温かい！ 

 

＜第6学年＞ 

○地域総合防災訓練への参加 

・開会式への参加 

・ＡＥＤ講習 

・三角巾の扱い講習 

・毛布での担架作り 

・非常トイレ組み立て 

・水の濾過講習 

・非常食の試食 

 

○振り返り 

 

○お気に入りの場所の情報を家族や友達から集める。 

 

○行きに入りの場所に探検に行く。 

 

  ・全員で、真光寺川探検（親水堰、鶴見川との合流地点まで） 

  ・グループ別探検 

 

○地域の自然や施設、歴史、文化などを調べ、地域の人のお話を聞く。 

 

  ・鶴二小の卒業生 

  ・地元の農家の方 

  ・真光寺川の清流を守る会 

 

○地域のよさを伝えるための計画をし、実行する。 

 

○地域の一員として、これから自分にできることを考える。 

  ・自然保護活動（水辺の生き物、カブトムシ飼育） 

  ＜ビオトープの水循環のための井戸づくり＞ 

 ・花を植える活動 等 

アルファ化米のおにぎり 

おいしくいただきました 

 

 

 

 

 

 

 

アルファ化米のおにぎり 

おいしかった 
 

非常灯の明るさに驚きました 

 

一人分のスペースはこれだけ？狭い！ 

第3学年  「鶴川の魅力を発信したい」という思いをもとに、自分たちで学習計画を立て、実行し発信する準備をすることができた。 

活動を通して、主体性、協調性、企画力を育成することができ、地域に対する愛着や地域の一員としての自覚が深まった。 

３月に保護者と地域の方を招待しての発表会を計画していたが、臨時休業のために実現できなかった。 

４年生でも引き続き、地域に貢献するために決めたビオトープで真光寺川の生き物を飼育する活動と花を植える活動を続けていく。 

第５・６学年  近年に無い大型の台風が過ぎ去った直後であったので、実際の被害に基づく消防署の

方の話にリアリティがあり、自分事として体験することができた。自分の命を守るだけでなく、周りの

人の命を守るために自分たちにできることを考える学習へと発展させていきたい。 

















 

様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-001 河川防災教育や水環境を中心とした河川

教育の開発 
町田市立鶴川第二小学校 

鈴木明子 

＜第3学年＞ 

フィールド：校内 教室 

日 付 ：２０１９年１１月 

コメント： 

前校長先生から学校ビオトープにいる真光寺川、 

鶴見川水系の貴重なホンメダカやホトケドジョウ 

の話を聞き、絶滅から守っていきたいと意欲を 

高める子供たち。 

 

 

 

 

フィールド：校内 プレイルーム 

日 付 ：２０１９年１１月 

コメント： 

養護老人施設を運営し、地域に根ざした活動を中心的に 

行っている方からお話を聞いた。 

同窓会の会長でもある。 

                           小さい頃から真光寺川で遊んだ話などの昔の鶴川の様子 

や、今の地域に対する思い、生き方についての話で、 

子供たちは、地域への所属感や愛着を強めていた。 

 

 

フィールド： 

日 付 ： 

コメント： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 

  

  

 
 

 

 

 

写   真 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

写   真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写   真 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜第3学年＞ 

フィールド：真光寺川 親水堰 

日 付 ：２０１９年９月 

コメント： 

生き物探しをしながら、真光寺川に親しむ子供たち。 

捕まえたエビを持ち帰って、その後家で繁殖させている 

子供もいる。 

捕まえた魚は、一部学校に持ち帰り、廊下の水槽で 

飼育し、世話をしている。 

初めて真光寺川に入った子供もいて、親しみがぐっと 

深まった。 

 

 

フィールド：校内 プレイルーム 

日 付 ：２０１９年９月 

コメント： 

専門家の方に、今日、見つけた生き物の説明を受けた。 

小さな水生生物の大切さと食物連鎖、そして、鶴見川水系

の貴重な                       に残っている絶滅の危機にあるホンメダカ、ホトケドジョ

ウ                          ウの話も伺った。清流を守って生き物のすみかを守ろうと 

活動している人々の事を知り、何とか自分たちにできる 

ことはないかと考え始めた。 

 

 

 

フィールド：校内 ビオトープ 

日 付 ：２０１９年１２月 

コメント： 

６年生に手伝ってもらって、3つめの池づくり。 

真光寺川の貴重な生き物を学校で大切に飼育して 

増やし、保存したいとの思いが高まった。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

写   真 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

写   真 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

写   真 

 



 

 

 

 

 

様式14 

〔学校部門〕                                                                  ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-001 河川防災教育や水環境を中心とした河川教育の開発 
町田市立鶴川第二小学校 

鈴木明子 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  
実  
施  

箇  

所 

主な実施箇所   真光寺川源流から鶴見川との合流地点 

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 

※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
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